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健 康 広 場

健診・相談 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

赤ちゃん相談 4 / 6（水） 13:30 〜16:00 窪川地域子育て支援センター

健康福祉課((

22-3115
4か月児・7か月児
健診 3/16（水） 対象者に個別通知 窪川地域子育て支援センター

１歳 6か月児・
３歳 6か月児健診 3/23（水） 対象者に個別通知 四万十町役場東庁舎

母乳相談 4/14（木） 9:30 〜11:30 十和地域子育て支援センター 十和　町民生活課((

28-5112

子育て通信

24時間年中無休無料 ▶健康・医療・介護・育児相談
▶医療機関情報の提供しまんと健康ホットライン ☎0120-788-410
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Information Information

休日水道修理当番休日在宅当番医

3/12（土） 岩本商店

((

22-2716

3/13（日） 日化住宅機器

((

22-0407

3/19（土） 宮脇水道

((

22-1581

3/20（日） 高橋設備

((

22-0662

3/21（月） 桑原水道

((

22-1163

3/26（土） 横山水道設備

((

22-3608

3/27（日） 岩本商店

((

22-2716

4 / 2（土） 日化住宅機器

((

22-0407

4 / 3（日） 宮脇水道

((

22-1581

4 / 9（土） 高橋設備

((

22-0662

4/10（日） 桑原水道

((

22-1163

3/13（日） くぼかわ病院

((

22-1111
3/20（日） 大西病院

((

22-1191
3/21（月）

くぼかわ病院

((

22-11113/27（日）
4 / 3（日）
4/10（日）

大正診療所でも、休日・夜間の
急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認 のうえ受診をお願いします。

((

27-0210

！ 休日水道修理当番は窪川地域のみです。
大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。

大正 地域振興課　



27-0111
十和 地域振興課　



28-5111

▶行政相談…【窪川】行政相談員 森 英真 【大正・十和】行政相談員 山本 安弘
無料相談
（秘密厳守です。）

内容 日時 場所 お問い合わせ先

１日行政相談【窪川】 4/12（火） 10:00～15:00
農村環境改善センター　２階
第１会議室

総務課((
22-3111

１日行政相談【大正】 4/14（木） 10:00～12:00 大正地域振興局　２階　応接室 大正　地域振興課((

27-0111

１日行政相談【十和】 4/14（木） 13:00～15:00 十和地域振興局　２階　第２会議室 十和　地域振興課((

28-5111

１日行政相談【窪川】 5/10（火） 10:00～15:00
農村環境改善センター　２階
第１会議室

総務課((

22-3111

図書館・美術館
休館のお知らせ

　蔵書点検のため、下記の期間、四万十町立図書館本館、
大正分館、美術館ともに休館となります。

▼期間　4 月 18 日（月）〜 4 月 25 日（月）
　◎注；通常の休館日も含みます。
※なお、休館前には、貸出冊数 無制限キャンペーンを実

施いたします。ご理解とご協力をお願いします。
　図書館が閉まっているときは、図書館の本を返却ポスト
で返却できます。
　①四万十町立図書館　②四万十町立図書館・大正分館
どちらの本をどちらで返しても大丈夫です。ご利用ください。
※ほかの図書館から取り寄せした本やオーテピア高知図書

館で借りた本は、返却ポストには入れずに、カウンタ―
職員にお渡しください。

■お問い合わせ先
　四万十町立図書館・美術館　

((

２2-5000
　大正分館　

((

２7-1193

お知らせ 町営住宅入居者募集

▼募集戸数：7 戸

▼募集住宅
金上野団地、大正城山ハイツ、小野団地、昭和第５団地、
十川鍋谷団地、コーポしまんと２号棟大正西本町団地

▼申込受付期限
　3 月 31 日（木）必着

▼必要な書類
入居申込書・住民票・完納証明・所得を証明する書類

▼その他
①申し込みは１回の募集において１世帯につき１通に限

ります。
②入居資格、申込方法などについては建設課までお問

い合わせください。

▼申込書配布場所
建設課、大正・十和地域振興局、興津出張所

■お問い合わせ先　建設課　

((

２２-3120

募  集

（特非）くぼかわスポーツクラブ　
臨時職員募集

ケーブルネットワーク放送番組
審議会委員を募集します

▼職務内容 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
クラブ事務・業務全般（B＆G 施設運営・管理業務 
四万十川桜マラソン大会運営事務他）

▼募集人員　1 名

▼受付期間、受付場所 
3 月 10 日（木）～ 3 月 27 日（日）
Ｂ＆Ｇ海洋センター内（特非）くぼかわスポーツクラブで

（月を除く）午前 10 時から午後 7 時までの間受付し
ます。
郵送による申し込みは、３月 27 日（日）午後 7 時ま
でにクラブ必着のこと。

▼申込方法　履歴書（自筆、写真を貼付けしたもの）

▼応募資格　高校卒業者および高校卒業見込みの方。 

▼試験内容　書類選考

▼合格発表　３月下旬予定　※雇用者のみ通知します。
▼勤務時間

　火～土曜日　午前９時～午後 6 時（休憩１時間）

▼休　日　日・月曜日　年末年始（12月28日～1月5日）

▼給　料　日給月給制（当クラブ賃金規定による）
各種保険、通勤手当有り

▼採用時期　令和 4 年 4 月 1 日（金）
※ご不明な点につきましては、下記までお問い合わせ

ください。
■お問い合わせ先・書類送付先

〒786-0043　四万十町本堂 405-4                         
特定非営利活動法人くぼかわスポーツクラブ

((

２4-1177（午前 9 時～午後 5 時）月曜除く

この審議会は、放送番組の適正を図るための機関です。
このたび審議会委員を募集します。

▼内容　番組審議会に参加し、放送番組内容などの審議
（年に 2 回程度）

▼応募資格
町内在住でケーブルテレビに興味があり、自主放送を
ご覧になっている方

▼応募内容
「ケーブルテレビに求めること」をテーマに、400 字程
度の作文

▼応募方法
氏名（ふりがな）・性別・職業・生年月日・住所・連絡先・
電話番号・略歴・自己 PR( 自由 ) を記入の上、郵送ま
たはご持参ください。

▼任期　令和 4 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日

▼募集人員　7 人

▼応募期限　3 月 22 日（火）17:00

▼お問い合わせ先・書類送付先　企画課　

((

２2-3124
　〒786-8501 四万十町琴平町 16-17

募  集

募  集

学校給食食材の放射能測定
および検査終了のお知らせ

　令和３年度に実施した放射能測定の検査結果は下記の
とおりです。
実施月
　令和 3 年 4 月～令和 4 年 1 月（8 月を除く毎月）
検査機関
　株式会社　日本食品エコロジー研究所
　食品分析センター

お知らせ

給食施設 セシウム134 セシウム137 ヨウ素 131
窪川学校給食
センター 不検出 不検出 不検出

大正学校給食
センター 不検出 不検出 不検出

十和学校給食
センター 不検出 不検出 不検出

※不検出とは測定下限値未満（<1.0Bq/kg）であることを示し
ています。
検査に使用する食材は、約 1 週間分の原材料（調味料を除く）
です。一定量を混合試料にして検査します。

学校給食食材の放射能測定検査終了について
　本町では、平成 26 年 7 月より、給食食材の安全性を
確認するため放射性物質の検査を行ってきましたが、現
在まで全ての測定値で下限未満の結果となっており、今
後も各食材の調達における発注業者や産地に大きな変化
はないため、近隣市町の状況も確認した上で学校給食セ
ンター運営委員会に諮問し、協議をして頂いた結果、本
年度を以って放射能測定検査を終了する事としましたので
お知らせいたします。
　ただし、甚大な災害等の発生など検査再開を検討する
必要が生じた場合は、適切に対応していきますので、よ
ろしくお願いします。

土佐昭和郵便局の証明書交付
サービスが終了します

　土佐昭和郵便局で行っておりました各種申請の証明書
交付サービスについて、３月末で終了することになりま
した。
　これまで行っていました証明書交付サービスは、4 月
からは役場本庁および各地域振興局で行うことになり
ます。
　住民の皆さまには、ご不便をおかけすることになります
が、ご協力をよろしくお願いします。

▼取扱い郵便局　土佐昭和郵便局

▼取扱い終了日　令和４年３月 31 日

▼取扱い終了証明書発行サービス
●戸籍証明　●住民票（世帯・個人）
●印鑑証明書　●税務証明

■お問い合わせ先
　十和　町民生活課　 

((

２8-5112

お知らせ
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Event Information

令和４年４月 10 日に四万十町
長選挙が行われます

　任期満了に伴う町長選挙が下記の日程で行われます。
「 叶えよう　みんなの願い　その１票」　

棄権しないで投票しましょう。
投票等の日程

▼告示日　令和４年４月５日（火）
※告示日の午後５時までに立候補届出をした候補者が
１人の場合、無投票となり、投票は行いません。

▼投票日　令和４年４月 10 日（日）

▼投票場所
　四万十町内の各投票所（第１～第 57 投票所）

▼投票時間
各投票所によって異なりますので、必ず４月５日発送
の入場券ハガキでご確認ください。
※投票時は入場券ハガキをご持参ください。ただし、

ハガキをお持ちでなくても投票はできます。

期日前投票

▼期日等　令和４年４月６日（水）～９日（土）　
　8:30 ～ 20:00（興津出張所は 17:00 まで）

▼場　所　
役場本庁西庁舎、大正地域振興局、十和地域振興局、
興津出張所

開票の日程

▼期日等　　令和４年４月１０日（日）20:30 ～

▼場　所　　四万十町農村環境改善センター

選挙公報発行のお知らせ
　選挙公報は、候補者の氏名・経歴・政見等を掲載した
文書で、各候補者が用意した原稿を原文のまま掲載し、
選挙管理委員会が発行するものです。

▼発行時期
告示日の翌日から投票日の間のできるだけ早い時期に
発行します。

▼配付方法
朝日新聞・高知新聞・日本経済新聞・毎日新聞・読売
新聞の５紙への新聞折り込みでお届けする予定です。
新聞を定期購読されていない世帯で配付を希望される
世帯には、郵送でお届けしますので、令和４年４月１
日（金）までに電話、FAX 等により選挙管理委員会ま
で「住所・世帯主名・電話番号」をお知らせください。
そのほか、選挙公報は、本庁、各地域振興局、興津出
張所等への備え置き、選挙管理委員会のホームページ
への掲載も行います。

■お問い合わせ先
　四万十町選挙管理委員会
　

((

２２‐３１１１　FAX ２２‐３１２３

お知らせ

四万十町商工業振興助成事業　
１次募集のお知らせ

　四万十町では、商工業の育成等を図ることを目的に、町
内で空き店舗などを活用して起業される方、既存事業者の
方で新たに宣伝活動や販路拡大に取り組まれる方などを応
援する助成を行っています。助成事業の活用を希望される
方は、町ホームページをご確認いただくか、下記にお問い
合わせのうえ、募集期間内に申請してください。

▼募集期間（１次）
　令和４年４月１日（金）〜４月 27 日（水）

※審査会にて採否を審査し、５月上旬に結果をご連絡し
ます。

※秋ごろに２次募集を予定しています。
■お問い合わせ先
　にぎわい創出課　

((

２２-３２８１

お知らせ

国民健康保険被保険者の
皆さまへ

国民健康保険被保険者証が更新されます
　令和４年度の保険証の色は、茶色です。新しい保険
証は、３月末までに世帯主あてにお送りしますのでご
確認をお願いします。
　有効期限が過ぎた保険証は、各自で処分してくださ
い。なお、令和５年８月より保険証の様式が変更とな
るため、今回お送りする保険証の有効期限は、令和５
年７月末となっていますのでご注意ください。
一部負担金の減免制度について
　四万十町国保では、特別な事由により、医療機関等で支
払う一部負担金の支払いが一時的に困難になった場合に、
一部負担金の減免または徴収猶予できる制度があります。
　制度の利用を希望する方、または詳細を知りたい方は
下記までお問い合わせください。
国民健康保険高額療養費支給申請時の領収書の提出が
原則不要となります
　令和４年１月診療分の高額療養費支給申請勧奨通知
による申請以後、医療機関等の領収書の提出を原則不
要とし、申請書に一部負担金を支払ったことの誓約を
いただくこととします。
　ただし、次の場合は領収書の提出が必要となります。
●医療機関等から診療報酬等の請求が当町に届いていな
い場合
●令和３年 12 月診療分以前の支給を申請する場合
　また、勧奨通知に記載の金額と、お手元の領収書の金
額に疑義がある方は、領収書をお持ちください。
　郵送でも申請ができます。詳細は、下記までお問い合
わせください。
■お問い合わせ先
　町民課　　　　　　

((

２2-3117
　大正　町民生活課　 

((

２7-0112
　十和　町民生活課　 

((

２8-5112

お知らせ令和 4 年度「狂犬病予防集合
注射」実施のご案内

四万十町の税金や公共料金が
スマホでも納付できます

　町内各地区を巡回し、狂犬病予防集合注射を実施しま
す。狂犬病予防法において、年 1 回の接種が義務付け
られていますので、町内集合注射または動物病院で必ず
接種してください。また、あわせて犬の新規登録や死亡、
登録内容変更の手続きも受け付けます。　　　

▼注射料金
１頭につき 3,200 円（注射済票および標識シール交付
手数料 550 円含む）

▼窪川地域：4 月 18 日（月）～ 21 日（木）　　

▼大正地域：4 月 13 日（水）　　

▼十和地域：4 月 14 日（木）　　
※日程・場所などの詳細については、登録の飼い主さん

へ個別通知します。また、お問い合わせにつきましては、
下記（飼い主さんのご住所の地区の
担当課）までお願いします。

■お問い合わせ先
　環境水道課　　　　

((

２2-3119
　大正　町民生活課　

((

２7-0112
　十和　町民生活課　

((

２8-5112

　四万十町の税金、各種公共料金の納付について、令和
４年４月以降に発行する納付書から、スマホアプリによる
決済が可能となります。
　スマホ決済では、24 時間 365 日いつでもどこでも税
金、各種公共料金の納付ができますので、大変便利です。
※スマホ決済の場合、領収証は発行されませんのでご注

意ください。

▼対象決済サービス
● LINE PAY　● PayPay　● 楽天銀行アプリ
● PayB　● au PAY

お知らせ

お知らせ

森のピアノ〜 2022 春〜

▼開催期間・日時　
３月19日（土）〜５月29日（日）間の土日祝の晴天時
各日　10：00 ～ 16：00

▼開催場所　四万十緑林公園
■お問い合わせ先　窪川四万十会館　

((

２2-4777

イベント

収蔵作品　おひろめ展

　近年収蔵した作品から未公開作品を中心に展示

▼開催期間　3 月 19 日（土）〜 4 月 16 日（土）

▼開催場所　四万十町立美術館

▼入館料
一般 200 円（高校生以下無料）「身体障害者手帳（１
級・２級）、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、長寿
手帳に類するもの（運転免許証や保険証等）を提示す
る 65 歳以上の方は無料。

▼休館日　月曜日・祝日　最終日は 16:00 までの開館

イベント

　誰でも・自由に・弾
ける 自然の中のスト
リートピアノ
※特記／雨天時・平日
は設置されません

住民基本台帳の一部の写しの閲
覧状況公表について

　住民基本台帳法の規定に基づき、平成 29 年度から令
和 2 年度の住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況を町
ホームページで公表していますので、ご覧ください。
■お問い合わせ先　町民課　

((

２2-3117

お知らせ

家地川地域活性化拠点施設（簡易宿泊
施設）使用事業所・事業者を募集します募  集

　家地川地域活性化拠点施設は１階部分には地元が運営
する集落活動センターとして、２階部分は町直営の簡易
宿泊施設として令和３年７月４日にオープンしました。
　２階簡易宿泊施設の洋室２部屋の長期使用事業所・事
業者を募集します。

▼募集期間　３月 10 日（木）～３月 24 日（木）

▼施設名
家地川地域活性化拠点施設のうち、簡易宿泊施設（長
期滞在）

▼所在地　四万十町家地川 689-3

▼設備等　電源・インターネット回線（フリー Wi-Fi）

▼募集区画
　洋室２部屋（１部屋 20.48㎡（シャワー室込））定員２名

▼利用料　月額４万円／部屋

▼貸出期間　原則１年間（使用目的に応じて変更可）

▼募集対象者
①四万十町内の事業所または事業所を有する法人
②四万十町内で新規事業の立ち上げを検討している法人

▼応募方法
　町ホームページから家地川地域活性化拠点施設利用申
請書および必要書類をダウンロード、または本庁西庁舎３
階企画課にて必要書類をお受け取りのうえ、ご応募くだ
さい。
その他詳しいことについては、町ホームページをご確認い
ただくか、下記までお問い合わせください。
■お問い合わせ先　企画課　

((

２2-3124
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Topics & Report

知 官 材 災 害 協 定 調 印 式
災 害 時 の 応 急 対 策 業 務 の 協 力

18回都道府県対抗全日本中学生ソフト
ボール大会に四万十町から７名が出場！
3 月 26 日 〜 28 日 に 岡 山 県 で 開 催

高

第

　2 月 1 日に「災害時における応急対策業務に関する
協定調印式」が、中尾町長と株式会社高知官材より中
山登代表取締役が出席し、行われました。
　株式会社高知官材は、森林機能を確保する『森林整
備事業』を軸に事業展開する一方、台風や地震などの
災害時に割れたガラスの飛散を防止する各種ガラスフィ
ルム施工事業も行っています。
　今回、取り交わした災害時における応急対策業務とは、
被災者の救出時や応急復旧活動で支障となる障害物の
撤去や解体作業に加え、緊急を要する資機材の調達お
よび人材の確保など、町民の生命や財産を保護し生活
の安全を確保するために必要な業務となっています。

　第 18 回都道府県対抗全日本中学生ソフトボール大会
に、四万十町から 7 名が高知県代表として出場します。
この度、代表者からメッセージをいただきましたのでご
紹介します。「選手たちは、代表選手として自覚を持ち、
限られた練習の中、選抜チームの一員として貢献でき
るよう日々一生懸命、それぞれが練習に励んでいます。
サポートしていただいた地域の皆さまに感謝をし、全力
で大会に挑みたいと思います。チーム一丸となり頑張り
ます。どうぞ、皆さんの応援をよろしくお願いいたします」

岡本 遥翔
（大正中）

森光 稀輝
（窪川中）

岡本 将弥
（大正中）

山脇 唯希
（大正中）

土居 星太
（窪川中）

伊賀 隆之介
（土佐中）

武内 龍心
（大正中）

※写真の並び順

本 自 然 保 護 大 賞 を 受 賞
コクヨ株式会社、四万十町森林組合が受賞

公 園に新しい 遊 具 が 誕 生！
恐 竜 を モ チ ー フ に し た 複 合 遊 具 な ど

万十ビジネスプランコンテスト2021
井 上 佳 奈 さ ん が 大 賞 受 賞
規格外野菜を生かした半調理品を提案

日

轟

四

　自然保護と生物多様性保全に大きく貢献した、子ども
から大人まですべての個人や団体、企業、自治体等を
表彰する「日本自然保護大賞 2022」保護実践部門に
おいて、コクヨ株式会社と四万十町森林組合が大賞を
受賞しました。2006 年から、コクヨ株式会社と四万十
町森林組合、四万十高校生や地域住民、行政が連携し、
健康な森林の育成と適正管理を目指して取り組んでい
る「結（ゆい）の森プロジェクト」。このプロジェクトは、
四万十町大正地域の民有林を拠点に、森林保全と地域
経済の好循環を生み出しています。約 100ha のモデル
林から始めた森林管理においては、5,425ha まで拡大
し、すべて森林認証※を取得しています。間伐材家具や
結の森ブランド文具を開発して全国販売も行うなど、森
林保全と地域経済の振興を両立させたことが高く評価さ
れ、今回の受賞となりました。
※森林認証制度とは

環境保全や社会的な観点からみて、適切で経済的にも持続可能
な経営を行っている森林であることを、行政や企業でない独立
した第三者機関が証明する制度です。

　道の駅四万十大正再整備事業の一環で、轟公園の多
目的広場に恐竜をモチーフにした複合遊具やバランス遊
具、うんていなどを新たに設置しました。石の風車や辺
り一面を彩るツツジはもちろん、多目的広場から見下ろ
す四万十川と道の駅の眺めは素晴らしく、散策や憩いの
場として、子どもから大人まで楽しむことができます。

　2 月 20 日、四万十ビジネスプランコンテストの最終
審査会が窪川四万十会館にて行われました。このコンテ
ストは、町内で新しいビジネスや事業に挑戦したい人を
まちぐるみで応援する仕組みとして、 平成 29 年度より
毎年実施しているコンテストです。今年は 10 プランの
応募があり、１次・２次審査を通過した５組のプレゼンテー
ションを審査した結果、 町内の規格外野菜を使い、誰で
も簡単に調理できる半調理品（ミールキット）を提案し
た井上 佳奈さんが大賞に輝きました。また、特別賞に
あたる高知銀行賞には、若者たちが実現したい事業を
幅広く支援するプランを提案した荒井 大悟さんが選ば
れました。
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今
月
の

19 歳 、 未 来 が 動 き 出 す 。

2 0 2 2 . 0 3

作業中空き 未入稿

弥や

よ

い生

　

２
０
２
１
年
11
月
、
ご
夫
婦
で

四
万
十
町
に
移
住
し
て
こ
ら
れ
た
阿
部

さ
ん
。
阿
部
さ
ん
は
、
神
奈
川
県
の
横

浜
生
ま
れ
、
大
磯
町
育
ち
。
横
浜
の
高

校
を
卒
業
後
、
大
学
に
進
学
し
ま
し
た

が
「
航
空
会
社
で
仕
事
が
し
た
い
」
と

思
い
、
外
国
語
専
門
学
校
へ
。

　

卒
業
後
は
念
願
の
航
空
会
社
に
入

り
、
成
田
空
港
の
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

い
く
つ
か
の
仕
事
を
経
て
、
地
元
大
磯

を
拠
点
に
し
て
い
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

企
画
運
営
会
社
に
入
社
。
き
っ
か
け
は

東
日
本
大
震
災
。「
震
災
を
き
っ
か
け

に
、
自
分
が
育
っ
た
町
に
何
か
恩
返
し

が
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
阿
部
さ
ん
。

　
様
々
な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
手
掛
け
る

そ
の
会
社
で
、
阿
部
さ
ん
は
主
に
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
部
門
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。
中
で
も
表
彰
式
な
ど
の
式
典
を
担

当
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
時
に
い
つ
も
頭
の
中
に
あ
っ
た
の

は
「
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
の
背
景
や
輝

き
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
こ
と
」
で
し
た
。

ご
本
人
曰
く
「
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ

ス
（
顧
客
サ
ー
ビ
ス
）
業
が
長
か
っ
た

の
で
、
お
客
様
満
足
度
重
視
が
染
み
込

ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。

何
よ
り
、
人
が
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
立
ち
会
え
て
い
る
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。」

　
そ
ん
な
阿
部
さ
ん
、
実
は
マ
ラ
ソ
ン

を
走
っ
た
こ
と
が
な
く
「
ど
ち
ら
か
と

言
う
と
、
走
る
の
は
苦
手
」
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
「
ラ
ン
ナ
ー
の
こ
と

を
ち
ゃ
ん
と
理
解
す
る
に
は
、
自
分
で

も
走
っ
て
み
な
け
れ
ば
！
」
と
一
念
発

起
！

　
練
習
を
積
み
、
２
０
１
２
年
、
第
一

回
富
士
山
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
。
と
こ
ろ

が
30
㎞
地
点
で
無
念
の
リ
タ
イ
ヤ
。
ほ

ろ
苦
い
デ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
2
年
後
、
名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン

ズ
マ
ラ
ソ
ン
で
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
ま

す
。
あ
の
「
走
る
の
は
苦
手
だ
っ
た
私
」

は
、
今
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
に
。
マ
ラ
ソ
ン
企
画
運
営
会
社

の
同
僚
だ
っ
た
方
と
ご
結
婚
さ
れ
、
今

で
は
お
二
人
で
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
動
画
」

をYouTube

に
ア
ッ
プ
さ
れ
る
ほ
ど
。

さ
て
、
そ
ん
な
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ン
ビ
」

の
阿
部
さ
ん
夫
妻
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
、
様
々
な
閉
塞
感
を
感
じ
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
考
え
抜
い
た

末
「
土
が
あ
っ
て
、
畑
が
あ
っ
て
、
草

の
匂
い
の
す
る
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
て
い

き
た
い
」
と
い
う
か
ね
て
か
ら
の
希
望

を
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
、
移
住
に
踏

み
切
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
阿
部
さ
ん
に
は
も
う
ひ
と

つ
の
す
ご
い
経
歴
が
あ
り
ま
す
。
高
校

の
カ
ヌ
ー
部
時
代
に
出
会
っ
た
競
技

「
カ
ヌ
ー
ポ
ロ
」
の
選
手
。
高
3
の
時

に
ブ
ラ
ジ
ル
で
あ
っ
た
世
界
選
手
権
に

も
出
場
。
就
職
し
て
か
ら
も
1
年
ほ
ど

は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
を
続
け
、

そ
し
て
な
ん
と
２
０
１
５
〜
16
年
ま
で

女
子
日
本
代
表
の
監
督
を
務
め
て
い
た

と
い
う
か
ら
驚
き
！
！

▲ 2016 年代表監督として
　 イタリアのシチリアへ。

ラ
ン
ナ
ー
の
こ
と
を
理
解
す
る
に
は
、

　
　
　
　
自
分
で
も
走
っ
て
み
な
け
れ
ば
！

阿
あ べ

部  亜
あ ず さ

梓 さん

　
襖
絵
を　
弥
生
な
か
ば
の　
日
が
移
る
（
水
原 

秋
桜
子
）

　
昔
の
人
は
、
現
在
の
よ
う
に
一
月
、
二
月
、
三
月
な
ど
数
字

で
は
な
く
、
そ
の
季
節
に
合
っ
た
言
葉
で
月
の
名
前
を
つ
け
て

い
ま
し
た
。
弥
生
は
「
三
月
」
の
こ
と
で
す
が
、
も
と
も
と
弥

生
は
旧
暦
の
三
月
を
指
す
言
葉
で
し
た
。
現
在
は
、
旧
暦
三
月

＝
新
暦
三
月
と
考
え
、
弥
生
を
新
暦
の
三
月
の
別
名
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
旧
暦
は
太
陰
太
陽
暦
と
い
う
暦
を

使
用
し
て
い
た
た
め
、
単
純
に
新
暦
（
太
陽
暦
）
に
当
て
は
ま

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
暦
に
置
き
換
え
る
と
三
月
下
旬

〜
五
月
上
旬
頃
に
当
た
り
、
一
カ
月
ほ
ど
ズ
レ
が
生
じ
て
い
ま

す
。
五
月
上
旬
に
は
「
立
夏
」
を
迎
え
ま
す
の
で
、
既
に
緑
が

生
い
茂
っ
て
い
る
季
節
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
語
源
の
由
来
は
、「
弥
生（
い
や
お
い
）」が
変
化
し
た
も
の
で
、

「
弥
（
い
や
）」
は
、「
い
よ
い
よ
」「
ま
す
ま
す
」、「
生
（
お
い
）」

は
、「
草
木
が
生
い
茂
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
冬
が
終
わ
っ

て
草
木
が
芽
吹
き
生
い
茂
る
季
節
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
因
み
に
、
弥
生
時
代
の
弥
生
は
明
治
十
七
年
に
東
京
都
文
京

区
弥
生
町
で
弥
生
式
土
器
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の

土
器
が
使
わ
れ
て
い
た
紀
元
前
五
〜
三
世
紀
頃
ま
で
を
弥
生
時

代
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
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町のうごき 四万十川の
水質状況

四万十町通信

R439

R381

土佐
大正

至高知市

至 黒潮町

十川

R56

窪川

下

　道

し
も

　
　
　  

ど
う

（1月31日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,679 ー 4 男 5 12 14 11
女 8,400 ー 27 女 3 21 6 15
計 16,079 ー 31 計 8 33 20 26

世帯数 8,220 ー 16 （1月中の届出）

窪川地域 11,409人　大正地域 2,238人　十和地域 2,432人

適正値（mg/ｌ） 2月4日
リン酸 ≦  1.0 測定範囲以下
硝　酸 ≦  0.5 0.362

アンモニウム ≦  5.0 測定範囲以下
アニオン活性剤 ≦  1.0 測定範囲以下

化学的酸素要求量 ≦ 10.0 0.25
調査：大正（吾川）
資料：四万十高校自然環境部

月
・
先
々
月
の
木
屋
ヶ
内
か
ら
、
檮

原
川
に
沿
っ
て
さ
ら
に
北
進
す
る
と
津

賀
ダ
ム
が
現
れ
る
。
向
こ
う
岸
に
向
か
っ
て
ダ

ム
の
上
を
渡
る
。
そ
こ
か
ら
が
下
道
で
あ
る
。

　
ダ
ム
湖
に
沿
っ
た
道
を
し
ば
ら
く
行
く
と
、

集
会
所
が
あ
り
集
落
が
始
ま
る
。
こ
の
道
は

く
ね
く
ね
と
山
を
登
っ
て
行
く
。
登
り
切
っ
た

と
こ
ろ
は
空
が
開
け
、
陽
当
た
り
の
良
い
田

畑
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
集
落
の
産
土
神

で
あ
る
春
日
神
社
が
あ
る
。
春
日
神
社
の
隣

に
は
八
坂
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ

の
神
社
の
裏
山
の
頂
に
は
稲
荷
神
社
が
あ
り
、

金
比
羅
神
社
が
合
祭
さ
れ
て
い
る
。
稲
荷
神

社
と
金
比
羅
神
社
は
、
元
は
別
の
場
所
に
あ
っ

た
ら
し
い
。
地
区
の
方
の
お
話
に
よ
れ
ば
「
昔

は
安
産
の
神
様
と
い
う
こ
と
で
稲
荷
神
社
に

お
参
り
に
来
る
人
が
た
く
さ
ん
い
た
」
と
い

う
。
ま
た
、
下
道
に
は
以
前
、
二
体
の
仏
像

を
有
し
た
蔵
正
庵
と
い
う
お
寺
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
茶
堂
に
移
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
小
さ
な
集
落
に
な
ぜ
こ

れ
ほ
ど
多
く
の
神
社
が
あ
る
の
か
。
し
か
も
、

春
日
神
社
は
、
あ
の
奈
良
の
春
日
大
社
の
分

祀
で
あ
る
し
、
八
坂
神
社
は
京
都
の
八
坂
神

社
の
分
祀
で
あ
る
。
現
に
、
こ
の
八
坂
神
社

も
京
都
と
同
様
に
「
祇
園
さ
ん
」
と
呼
ぶ
。

か
つ
て
の
都
の
二
つ
の
名
高
い
大
社
か
ら
分
祀

を
許
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
相
当
な
中
央
と
の

パ
イ
プ
の
持
ち
主
が
、
こ
の
地
に
存
在
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
地
区
の
方
も

「
地
元
で
も
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て

い
る
」
と
語
る
。

　
さ
て
、
下
道
は
下
津
井
の
南
隣
で
あ
る
。

古
く
か
ら
林
業
が
主
た
る
産
業
で
、
下
津
井

か
ら
田
野
々
へ
向
か
う
森
林
軌
道
が
通
っ
て

い
た
。
ま
だ
自
動
車
が
普
及
し
て
い
な
い
頃
、

村
の
当
番
に
あ
た
る
者
数
人
が
、「
皆
の
生
活

物
資
の
調
達
」
の
た
め
に
、
こ
の
軌
道
を
使
っ

て
田
野
々
ま
で
出
か
け
て
行
っ
た
。板
ト
ロ（
ド

ロ
）
と
呼
ば
れ
る
台
車
を
線
路
に
載
せ
、
3

〜
4
人
で
押
す
。
帰
り
も
物
資
を
積
ん
で
押

し
て
帰
っ
た
。
曲
が
り
く
ね
っ
て
見
通
し
の
悪

い
軌
道
で
あ
る
。
木
材
を
積
ん
だ
機
関
車
と

い
つ
遭
遇
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。
機
関
車
の

方
も
事
故
を
恐
れ
て
、
絶
え
間
な
く
汽
笛
を

鳴
ら
し
な
が
ら
走
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
機

関
車
と
遭
遇
し
そ
う
に
な
っ
た
時
は
、
急
い
で

荷
物
を
降
ろ
し
、
台
車
を
線
路
か
ら
外
し
て

機
関
車
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
っ
た
の
だ
と
い

う
。
ま
た
、
営
林
署
の
運
動
会
の
時
の
話
な

ど
は
さ
ら
に
ス
リ
リ
ン
グ
で
あ
る
。そ
の
日
は
、

炭
を
運
ぶ
た
め
の
台
車
（
炭
ト
ロ
）
に
大
勢

の
人
が
乗
っ
て
田
野
々
と
の
間
を
往
復
す
る
の

だ
が
、
問
題
は
お
酒
が
入
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

帰
り
で
あ
る
。
手
す
り
は
お
ろ
か
、
枠
さ
え

も
無
く
、
車
輪
の
上
に
板
を
載
せ
て
い
る
だ

け
の
台
車
に
酔
客
を
乗
せ
、
く
ね
く
ね
と
曲

が
る
線
路
を
行
く
。
か
な
り
の
遠
心
力
が
か

か
る
。
お
ま
け
に
機
関
車
の
運
転
手
も
一
杯

入
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
そ
こ
の
ス
ピ
ー
ド
が

出
る
。
当
時
を
知
る
地
区
の
方
が
「
あ
れ
で

よ
く
事
故
が
な
か
っ
た
も
ん
よ
」
と
笑
う
。

　
地
区
に
は
津
賀
ダ
ム
建
設
の
過
酷
な
労
働

に
従
事
し
た
朝
鮮
半
島
の
人
々
を
悼
む
慰
霊

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
慰
霊
碑
制
作
に

あ
た
っ
て
は
、
ダ
ム
建
設
当
時
の
彼
ら
の
苦
難

を
知
る
地
区
の
方
た
ち
の
協
力
が
あ
っ
た
と
い

う
。当
時
、労
働
者
の
子
息
た
ち
と
机
を
並
べ
、

共
に
遊
ん
だ
下
道
の
人
々
の
優
し
さ
と
温
か

さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

先

左が春日神社。右奥が八坂神社（祇園さん）

先月号の「木屋ヶ内②」の写真（場所）に誤りがありました。訂正してお詫びいたします。


